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❖今月の表紙
百石えんぶり

郷土に伝わる芸能を伝承　郷土を愛する心で地域  の伝統を守っていく　

　
「
や
い
や
ー
、
や
い
や
ー
」

―

太た

夫ゆ
う

の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
響
き
、

若
宮
八
幡
宮
へ
の
奉
納
摺
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の

か
わ
い
ら
し
い
「
竹
の
子
舞
」。
男
の

子
た
ち
が
元
気
に
舞
う
「
松
の
舞
」

と
「
よ
ろ
こ
び
舞
」。
女
性
た
ち
が
あ

で
や
か
に
舞
う
「
大
黒
舞
」。
縁
起
の

良
い
「
恵
比
寿
舞
」
な
ど
、
次
々
と

舞
手
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
百
石

え
ん
ぶ
り
の
見み

所ど
こ
ろ

は
、
3
人
の
太た

夫ゆ
う

に
よ
る
「
田
植
え
」「
畦く

ろ

止
め
」
な

ど
の
演
目
。
動
き
の
激
し
い
ど
う
さ

い
え
ん
ぶ
り
は
見
ご
た
え
十
分
で
す
。

多
く
の
見
物
客
か
ら
は
見
事
な
摺
り

に
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

奉
納
摺
り
後
は
、
町
内
を
門
付
け

し
て
回
り
、
17
日
は
八
戸
一
斉
摺
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
春
を
呼
ぶ
百
石

え
ん
ぶ
り
。
い
よ
い
よ
「
お
い
ら
せ
」

も
春
到
来
間
近
で
す
。

百石えんぶり
百石郷土芸能連絡協議会
（小笠原正

ま さ

男
お

会長）は、2 月 15 日から 17 日まで、
本町地区周辺で百石えんぶりを開催しました。
180 余年引き継がれてきた歴史ある芸能。
この地域では、えんぶりが春を呼ぶといわれています。

本村獅子舞・鶏舞

　

本
村
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
獅

子
舞
（
山
伏
神
楽
系
統
）
と
鶏
舞

（
江
戸
時
代
初
期
が
起
源
の
先
祖
供

養
の
舞
）。
社
会
情
勢
な
ど
の
理
由
か

ら
、
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
復
活
さ
せ
て
伝
え

て
い
こ
う
と
、
昭
和
46
年
に
老
人
ク

ラ
ブ
や
地
区
の
有
志
が
同
会
を
立
ち

上
げ
、
地
域
住
民
の
支
え
や
協
力
に

よ
り
、
現
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
公
演
に
は
、
お
よ
そ
２
５
０

人
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、
40
周
年
を

祝
い
、「
権
現
舞
」、「
鳥
舞
」
な
ど

6
演
目
を
同
保
存
会
が
披
露
し
、
こ

の
ほ
か
本
村
さ
ん
さ
踊
り
愛
好
会
、

本
村
保
育
園
の
鶏
舞
の
合
わ
せ
て
8

演
目
が
披
露
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
同
保
存
会
田
中
会
長
は
、

「
地
域
の
協
力
の
お
か
げ
で
活
動
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
強

く
感
謝
の
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

春を呼ぶ百石えんぶり。2 月 15 日の

若宮八幡宮での奉納摺り。
2 人の兄にならってえんぶりを始め、
今年初めて人前で竹の子舞を披露し

た苫米地透
と う

惟
い

くん（5 歳）

八戸地方えんぶりの一つ
国重要無形民俗文化財  指定

町無形民俗文化財  指定

春を呼ぶ

本村郷土芸能保存会（田中正
しょう

一
いち

会長）
は、同会発足 40 周年を迎えたことを機に

3 月 3 日、町民交流センターで記念公演を行いました。
地域有志の郷土に対する強い想いや積極的な活動が、
この伝統を守り続けています。



12えんぶり摺りには笛や太鼓、手
て

平
びら

鉦
がね

、口
こう

上
じょう

は欠かせない
3威勢の良い太夫の掛け声で奉納摺りがはじまる
4えんぶり組は 17 日の八戸えんぶり一斉摺りに参加
5若宮八幡宮での奉納摺りは厳粛な雰囲気のなか行われた
6多くの見物客を前にカワヨビル前での摺り
7町内を門付けしてまわる。観光客もこどもたちの元気な舞
を堪能
8「こどもえんぶり教室」で 3 週間しっかりと練習したこど
もたち。本番を終え、終了証を手にホッとした表情
9見物に来た百石幼稚園児たちの視線は釘付け

1同会の代名詞ともいえる「本村鶏舞」。飛び跳ねるような
躍動感ある舞いが見どころ
2小休憩中に田中会長がお礼の唄を披露。会場からは盛大な
拍手が送られた
3勇壮な舞いで観客を魅了「山の神舞」。
4獅子を高く掲げる「切

きり

獅
じ

子
し

」は天に向かって獅子を操る
5神楽で格式ある式舞「鳥舞」。演者 2 人の掛け合いが見ど
ころ
6「権現舞」による下

した

舞い
7新築の祈願でよく舞う「山の神舞」。
8本村保育園では幼児期から鶏舞に慣れ親しんでいる
9町内会の有志で盛り上げる「もとむらさんさ踊り」

郷土に伝わる芸能を伝承　郷土を愛する心で地域  の伝統を守っていく　

まちの郷土芸能
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❖
小
笠
原
正
男
（
94
・
七
軒
町
）

　
　

60
年
以
上
、
伝
統
文
化
の
振
興
に

　

尽
力
し
ま
し
た
。
町
郷
土
芸
能
の
継

　

承
に
取
り
組
み
、
地
域
文
化
の
発
展

　

と
活
性
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
種
市
恭
子
（
75
・
向
山
）

　
　

29
年
間
町
連
合
婦
人
会
役
員
を
務

　

め
、
う
ち
18
年
間
、
会
長
と
し
て
重

　

責
を
担
い
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し

　

た
明
る
く
住
み
良
い
地
域
社
会
の
発

　

展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
齋
藤
茂
人
（
69
・
一
丁
目
）

　
　

34
年
間
町
商
工
会
役
員
を
務
め
、

　

う
ち
9
年
間
、
会
長
と
し
て
重
責
を

　

担
い
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
と
商
工

　

業
振
興
に
尽
力
し
、
地
域
経
済
の
発

　

展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

❖
吉
田
一
郎
（
86
・
一
川
目
）

　
　

町
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

　

ら
、
農
業
振
興
の
た
め
、
ふ
る
さ
と

　

応
援
寄
附
金
へ１
０
０
万
円
寄
付
し

　

ま
し
た
。

❖
橋
本
サ
ト
（
80
・
堀
切
川
）

❖
橋
本
マ
サ
ヱ
（
73
・
堀
切
川
）

❖
川
村
美
枝
（
59
・
三
丁
目
）

お
い
ら
せ
町
表
彰

特
別
功
労
表
彰
（
１
人
）

功
労
表
彰
（
2
人
）

善
行
表
彰
（
25
人
）

1文化教育奨励賞を受賞した成田琴
こと

美
み

さん
2「これからも郷土芸能の振興に努めていきます」。
　受賞者を代表し謝辞を述べた小笠原正

まさ

男
お

さん

　「
町
表
彰
・
文
化
に
関
す
る
表
彰
式
」
は
３
月
１
日
、
み
な
く

る
館
で
開
か
れ
、
64
人
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
町
の
自
治
、
経
済
、
福
祉
や
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
、
大
き
く
貢
献
し
た
人
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。
受
賞

者
は
、
新
た
な
飛
躍
を
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

町
表
彰
・
文
化
に
関
す
る

表
彰
授
与
式

1
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25
年
以
上
町
保
健
協
力
員
を
務
め
、

　

健
診
率
の
向
上
や
地
域
住
民
の
健
康

　

づ
く
り
に
寄
与
し
ま
し
た
。

❖
盛
田
節
子
（
78
・
住
吉
町
）

❖
昆
タ
イ
（
77
・
三
田
）

❖
佐
藤
恭
子
（
77
・
若
葉
）

❖
小
松
美
代
子
（
68
・
若
葉
）

❖
柳
本
愛
子
（
63
・
青
葉
）

❖
澤
上
昌
子
（
58
・
苫
米
地
）

　
　

25
年
以
上
町
食
生
活
改
善
推
進
員

　

を
務
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り

　

組
み
に
尽
力
し
、
地
域
住
民
の
健
康

　

づ
く
り
に
寄
与
し
ま
し
た
。

❖
二
川
目
修
（
58
・
二
川
目
）

❖
鈴
木
友
春
（
58
・
根
岸
）

❖
橘
喜
悦
朗
（
58
・
深
沢
）

❖
嶋
田
守
（
56
・
向
山
）

❖
櫻
橋
惣
次
郎
（
55
・
木
内
々
）

❖
袴
田
雅
彦
（
55
・
明
神
下
）

❖
北
向
雅
春
（
53
・
秋
堂
）

❖
保
土
沢
順
一
（
53
・
木
内
々
）

❖
二
川
目
実
（
53
・
二
川
目
）

❖
袴
田
喜
代
美
（
53
・
間
木
）

❖
深
澤
正
人
（
52
・
六
丁
目
）

❖
堤
輝
雄
（
51
・
本
村
）

❖
堤
一
秀
（
51
・
本
村
）

❖
苫
米
地
徹
（
47
・
木
崎
）

❖
中
村
稔
（
47
・
三
本
木
）

　
　

25
年
以
上
町
消
防
団
員
を
務
め
、

　

地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

　

め
、
火
災
や
風
水
害
対
策
に
尽
力
し
、

　

防
災
活
動
に
寄
与
し
ま
し
た
。

❖
三
村
輝
文
（
82
・
肴
町
）

　
　

24
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
中
綬
章　

　
（
地
方
自
治
功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
磯
沼
寛
二
（
76
・
本
村
）

　
　

24
年
春
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章
（
選

　

挙
関
係
事
務
功
績
）
を
受
章
し
ま
し

　

た
。

❖
梅
津
稼
久
造
（
66
・
住
吉
町
）

　
　

24
年
春
の
第
18
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
（
海
上
保
安

　

功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
千
葉
徳
和
（
62
・
一
川
目
）

❖
澤
田
博
（
62
・
若
葉
）

❖
宮
本
裕
二
（
61
・
洋
光
台
）

　
　

24
年
春
の
第
18
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
齊
藤
利
文
（
62
・
住
吉
町
）

❖
小
島
司
（
62
・
緑
ヶ
丘
）

❖
高
橋
二
郎
（
61
・
緑
ヶ
丘
）

　
　

24
年
春
の
第
18
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

✿
下
川
原
和
子
（
66
・
向
山
）

　
　

長
年
に
わ
た
り
、
日
本
舞
踊
の
指

　

導
に
尽
力
し
、
町
の
文
化
の
発
展
に

　

貢
献
し
ま
し
た
。

✿
向
山
佳
子
（
18
・
間
木
）

　
　

第
59
回
全
国
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ

　

競
技
大
会
個
人
準
優
勝
及
び
団
体
第

　

3
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

✿
苫
米
地
芽
衣
（
18
・
木
崎
）

　
　

第
59
回
全
国
高
等
学
校
ワ
ー
プ
ロ

　

競
技
大
会
団
体
第
3
位
を
受
賞
し
ま

　

し
た
。

✿
日
ヶ
久
保
遥
（
18
・
日
ヶ
久
保
）

✿
細
川
瑛
莉
（
18
・
木
ノ
下
）

✿
大
沼
由
季
（
18
・
鶉
久
保
）

✿
小
向
美
加
子
（
18
・
堀
切
川
）

✿
岩
城
殉
（
18
・
阿
光
坊
）

✿
田
村
雅
也
（
17
・
緑
ヶ
丘
）

✿
石
川
健
矢
（
17
・
木
ノ
下
）

✿
市
川
万
吏
奈
（
17
・
若
葉
）

✿
馬
場
千
明
（
17
・
木
ノ
下
）

✿
櫻
田
佳
奈
（
17
・
青
葉
）

✿
平
内
陵
太
（
17
・
緑
ヶ
丘
）

✿
中
川
原
亜
美
（
17
・
向
山
）

✿
澤
田
可
南
（
17
・
木
ノ
下
）

✿
鹿
島
み
の
り
（
17
・
青
葉
）

✿
兒
玉
と
な
み
（
17
・
明
神
下
）

✿
田
守
有
希
（
17
・
鶉
久
保
）

✿
山
白
七
海
（
16
・
洗
平
）

✿
阿
部
希
実
（
16
・
若
葉
）

✿
西
舘
優
花
（
16
・
八
幡
町
）

　
　
「
第
42
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト

　

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会
」
で
金
賞
、

　
「
第
41
回
全
国
大
会
」
で
銀
賞
を
受

　

賞
し
ま
し
た
。

✿
成
田
琴
美
（
18
・
木
内
々
）

　
　

第
13
回
高
校
生
国
際
美
術
展
に
お

　

い
て
、
作
品
『
ま
た
き
て
ね
』
が
奨

　

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

✿
県
立
百
石
高
等
学
校
食
物
調
理
科

　
（
杉
浦
綱
兵
・
橘
祥
貴
・
千
葉
凌
太
）

　
　

食
の
甲
子
園
in
や
ま
が
た
全
国
大

　

会
２
０
１
２
に
『
だ
る
ま
芋
御
膳
』

　

で
挑
み
、
第
3
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
文
化
に
関
す
る
表
彰

顕
彰
（
13
人
）

文
化
功
労
賞
（
1
人
）

文
化
教
育
奨
励
賞（
22
人
・
1
団
体
）

❖
門
上
實
（
65
・
向
山
）

　　

24
年
秋
の
褒
章
で
藍
綬
褒
章
（
消

　

防
功
績
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
戸
澤
惠
一
（
71
・
青
葉
）

　
　

24
年
秋
の
第
19
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
工
藤
芳
信
（
61
・
青
葉
）

　
　

24
年
秋
の
第
19
回
危
険
業
務
従
事

　

者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

　

を
受
章
し
ま
し
た
。

❖
沖
田
勝
雄
（
88
・
一
川
目
）

　
　

24
年
高
齢
者
叙
勲
で
旭
日
単
光
章

　
（
地
方
自
治
功
労
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

Congratulations ✿  受賞おめでとうございます  ✿

2
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伊
藤　

美み

紀き　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

川
口　

愛あ
い　

　
　
（
ス
ケ
ー
ト
）

　

神
山　

夏か

葉よ

子こ　
（
陸
上
競
技
）

　

神　

叡さ
と
い　

　
　
　
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

加
藤　

匠た
く
み　
　
　
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

沼
山　

翼つ
ば
さ　
　
　
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

澤
上　

亜あ

羅ら

樹き　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

蛯
名　

静し
ず

佳か　
　
（
ゴ
ル
フ
）

　

石
橋　

和わ

香か

奈な　
（
ゴ
ル
フ
）

　

落
合　

秀ひ
で

士ひ
と　
　
（
空
手
道
）

　

落
合　

秀
し
ゅ
う

也や　
　
（
空
手
道
）

　

落
合　

亮
り
ょ
う

也や　
　
（
空
手
道
）

　

小
向　

飛と

模も　
　
（
ゴ
ル
フ
）

　

大
山　

輝あ
き
ら　
　
　
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

　

橘　

貴た
か

史の
り　
　
　
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

　

橘　

翔
し
ょ
う

大た　
　
　
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

　

平
内　

麻ま

衣い　
　
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

　

川
崎　

京
き
ょ
う

花か　
　
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

山
本　

彩さ

樹き　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

吉
田　

夏な
つ

美み　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

中
田　

紗さ

生き　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

市
村　

奈な

な々　
　
（
ゴ
ル
フ
）

　

根
城　

敬た
か
し　

　
　
（
卓
球
）

　

瀧
沢　

美み

紗さ　
　
（
水
泳
）

　

工
藤　

寿か
ず

輝き　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

舘　

千ち

海ひ
ろ　

　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

滝
沢　

健け
ん

太た　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

北
向　

勝
し
ょ
う

多た　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

小
向　

穂ほ

乃の

伽か　
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

小
向　

智と
も

博ひ
ろ　

　
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

ア
ラ
イ　

柚ゆ
う

紀き　
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

三
村　

唯ゆ
い

奈な　
　
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

袴
田　

大だ
い

智ち　
　
（
自
転
車
競
技
）

　

宮
本　

凌り
ょ
う　

　
　
（
水
泳
）

　

宮
本　

丈
じ
ょ
う

二じ　
　
（
水
泳
）

　

小
向　

妙た
え

子こ　
　
（
陸
上
競
技
）

　

久
保　

弘ひ
ろ
む　

　
　
（
陸
上
競
技
）

　

松
橋　

智と
も

美み　
　
（
陸
上
競
技
）

　

溝
口　

る
み
子こ　
（
陸
上
競
技
）

　

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
団
体
）

　
　

袴
田
隆た
か

博ひ
ろ

・
澤
上
拓た
く

博ひ
ろ

・
橋
本
稔み
の
る・

　
　

坂
本
文ふ
み

哉や

・
冨
田
孝た
か

章あ
き

・
福
沢
伸し
ん

也や

・

　
　

橋
本
優ゆ
う

樹き

・
大
沢
栄ひ
で

之ゆ
き

・
中
村
祐ゆ
う

太た

・

　
　

上
久
保
雄た
け

央ひ
さ

　

鈴
木　

悠ゆ
う

太た　
　
　
（
陸
上
競
技
）

　

齋
藤　

ト
シ　
　
　
（
卓
球
）

　

三
村　

雄ゆ
う

大だ
い　

　
　
（
卓
球
）

　

山
田　

督ま
さ
き樹　
　
　
（
サ
ッ
カ
ー
）

　

澤
頭　

泰た
い

良ら　
　
　
（
陸
上
競
技
）

　

澤
頭　

啓け
い

太た　
　
　
（
陸
上
競
技
）

　

町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
団
体
）

　
　

鈴
木
憲け
ん

一い
ち

・
小
向
正ま
さ

和か
ず

・
高
橋
光み
つ

信の
ぶ

　
　

高
松
譲ゆ
ず
る・

中
村
恵け

い

子こ

　

齋
藤　

克か
つ

美み  　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　

久
住　

勲い
さ
お　

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　

北
向　

幹み
き

子こ　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　

山
﨑　

斉ひ
と
し　

 　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　

高
橋　

久ひ
さ

雄お　
（
町
野
球
協
会
）

　

関
橋　

聰そ
う

明め
い　

 （
町
野
球
協
会
）

　

大
山　

益ま
す

三み　

 （
町
野
球
協
会
）

▲代表して謝辞を述べる落合秀士さん（緑ヶ丘）

ス
ポ
ー
ツ
賞
（
3
人
）

優
秀
選
手
賞（
46
人
・
1
団
体
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
11
人
・
1
団
体
）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
（
7
人
）

町
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
等

授
与
式

　

町
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
授
与
式
は
、
２
月
16
日
、

み
な
く
る
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
貢
献
し
た
方
や
、
各
種
目
で
好
成
績
を
収
め
た
方
に

対
し
、団
体
・
個
人
あ
わ
せ
て
67
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰状を受け取る
　小向飛

と

模
も

さん（十和田工業高 2 年）
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◆
下
田
小
学
校

　

５
年　

今　

佳か

奈な　
　
（
文
化
・
図
画
）

◆
木
内
々
小
学
校

　

５
年　

澤
口　

健
た
け
る

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
・
柔
道
）

◆
木
ノ
下
小
学
校

　

３
年　

五
十
嵐　

鷹た
か

人と

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
・
空
道
）

　

３
年　

舘
山　

巧た
く
み　

　
（
文
化
・
珠
算
）

　

４
年　

髙
田　

桃も
も

佳か　
（
文
化
・
珠
算
）

　

５
年　

舘
山　

侑ゆ

実み　
（
文
化
・
珠
算
）

　

６
年　

古
田　

海か
い

翔と

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
・
空
道
）

　

６
年　

工
藤　

晴は
る

香か

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
・
吹
奏
楽
）

◆
木
ノ
下
中
学
校

　

３
年　

村
木　

葵あ
お
い　

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
・
陸
上
）

　

３
年　

奥
平　

光み

音お
と

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
・
童
謡
歌
唱
）

◆
百
石
中
学
校

　

２
年　

木
村　

葉は

月づ
き

　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

２
年　

堀
川　

美み

沙さ

希き

　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

２
年　

𠮷
田　

朋と
も

加か　
（
文
化
・
版
画
）

　

３
年　

川
口　

莉り

歩ほ　
（
文
化
・
図
画
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
野
球

　

小
岩
井　

悠は
る

暉き　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

法
量　

千か
ず

真ま　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

附
田　

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

秋
元　

淳
じ
ゅ
ん

輝き　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

大
久
保　

嵩た
か

世せ　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

藤
嶋　

涼り
ょ
う　

　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

鶴
ケ
崎　

湧ゆ
う

人と　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

湊　

統も
と

哉や　
　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

佐
藤　

颯そ
う

栄え
い　

　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

堂
崎　

大そ

空ら　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

遠
藤　

紫し

音お
ん　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

酒
井　

稜
り
ょ
う

真ま　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

松
林　

大だ
い

悟ご　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

鶴
ケ
崎　

隼は
や

人と　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

橘　

郁か
お
る　
　
　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

小
岩
井　

雅ま
さ

己き　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

湊　

謙け
ん

介す
け　
　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

佐
藤　

玲れ

美み　
　
　
（
木
ノ
下
小
）

　

遠
藤　

花か

韻り
ん　

　
　
（
木
ノ
下
小
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ッ
カ
ー

　

舘　

睦よ
し

人と　
　
　
　
（
百
石
小
）

　

平　

龍
り
ゅ
う

斗と　
　
　
　
（
百
石
小
）

　

舘　

澄す
み

人と　
　
　
　
（
百
石
小
）

　

小
川　

真ま

世よ　
　
　
（
百
石
小
）

　

川
口　

諒
り
ょ
う

真ま　
　
　
（
百
石
小
）

　

小
向　

遼
り
ょ
う

大た　
　
　
（
百
石
小
）

　

渋
谷　

龍
り
ゅ
う

也や　
　
　
（
百
石
小
）

　

沼
端　

流
り
ゅ
う

介す
け　
　
　
（
百
石
小
）

　

保
土
沢　

朋と
も

和わ　
　
（
百
石
小
）

　

宍
戸　

勇ゆ
う

介す
け　
　
　
（
百
石
小
）

　

水
口　

大ひ
ろ

都と　
　
　
（
百
石
小
）

　

橋
本　

拓た
く

治じ　
　
　
（
百
石
小
）

　

竹
中　

翔し
ょ
う　

　
　
　
（
甲
洋
小
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

安
ヶ
平　

沙さ

樹き　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

山
本　

百ゆ

合り

香か　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

坪　

望み

宙ひ
ろ　

　
　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

宮
仕　

紗さ

衣え　
　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

佐
々
木　

芳か
お
る　

　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

木
村　

亜あ

里り

沙さ　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

髙
田　

莉り

帆ほ　
　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

根
城　

な
な
み　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

五
日
市　

萌も

映え　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

澤
上　

香か

織お
り　

　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

橋
本　

愛あ
い

梨り　
　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

坪　

碧あ
お

依い　
　
　
　
（
木
ノ
下
中
）

　

佐
々
木　

志し

芳ほ　
　
（
木
ノ
下
中
）▲表彰状を授与される

　今佳
か

奈
な

さん（下田小５年）

▲受賞者を代表して謝辞を述べる川口莉
り

歩
ほ

さん（百石中３年）

個
人
の
部
（
14
人
）

団
体
の
部
（
３
団
体
・
45
人
）

町
教
育
奨
励
賞授

与
式

　

町
教
育
奨
励
賞
授
与
式
は
、
3
月
9
日
、
み
な
く
る

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
で
活
躍
し
た
小
学
生
・
中
学

生
に
対
し
、
団
体
・
個
人
あ
わ
せ
て
59
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

Congratulations ✿  受賞おめでとうございます  ✿



広報おいらせ    2013.04 12
Public Relations

◀卒業生一同が「絆」を合唱。この日一番の拍手が送られた。

　町内の３中学校は３月８日、一斉に卒業証書授
与式を挙行。計 272 人の卒業生が巣立ちました。
　下田中学校（相馬賢

け ん

二
じ

校長）では 68 人が式に
臨みました。相馬校長は『将来の夢を実現するた
め、自分で自分の物語を作り上げてください』と、
優しいまなざしで卒業生を送り出しました。卒業
生は凛々しい表情で卒業証書を受け、皆堂々とし
ていました。
　また、式の終わりに卒業記念合唱を歌う場面で
は、こみ上げる思いに目頭を押さえ歌う卒業生や
感極まって涙する先生や保護者もいました。

▶▶▶ Mar.08-2013


れを惜しみつつ学び舎を巣立つ
■町内各中学校卒業式

別

いらせの特産を知って

域でしっかり備えを

◀行列ができたおいらせだるま芋へっちょこ汁のブース

◀消防署員から火災時の通報の仕方を教わる会員たち

　おいらせブランド推進協議会（西入重
しげ

雄
お

会長）
は、3 月１日から３日間、イオンモール下田でお
いらせ特産市を開催しました。
　県内外から集客のある会場で、おいらせの代表
する料理を多くの人に知ってもらおうと、同協議
会の会員 8 店舗が「おいらせだるま芋へっちょ
こ汁」をはじめ、「だるま芋うどん」などだるま
芋関連の商品や「黒ホッキガイ」などを提供。
　会場にはイメージキャラクターおいらくんも登
場し大人気に。おいらせ町を広く PR する絶好の
イベントになりました。

　苗振谷地地域自主防災会（菅原善
ぜん

七
しち

会長）は、
３月３日、同防災会として３回目の訓練を苗振谷
地生活館で行いました。
　同町内会では平成 17 年から定期的に訓練を
行っており、住民相互の連携が計られています。
　当日は資機材の点検や通報訓練、炊き出し訓練、
消火訓練を各班に分かれ実施し、万一に備え非常
時の対応を確認しました。
　訓練を終えた菅原会長は「訓練は身についてい
る。今後は普通救命講習や高速道への第二次避難
も視野に入れたい」と気を引き締めていました。

▶▶▶ Mar.01-2013

▶▶▶ Mar.03-2013





■おいらせ特産市 in イオンモール下田

■苗振谷地地域自主防災会訓練

お

地

 Oirase's Topics
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 まちの話題 町のイベントや地域の話題などを紹介します。身近な情報を寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701

◀検討会で話し合われた内容を報告する工藤一雄さん（深沢）㊧

　町は、3 月 10 日、震災復興フォーラムをみな
くる館で開催しました。東日本大震災から 2 年
が経過し、参加した 80 人が津波避難計画案の報
告や講演を通じて、災害に強いまちづくりのあり
方を考えました。
　フォーラムでは、地域住民が主体で町の復興計
画を考える「町復興地域づくり検討会」の津波避
難計画について報告。パネリストの検討委員から
は「災害発生時には自分たちがしっかり考えて住
民一人ひとりが柔軟に対応する必要がある」など
の避難時の課題を提供していました。

▶▶▶ Mar.10-2013


災に向き合い  災害に強いまちへ
■震災復興フォーラム

震

◀願いを込めて稚魚を放流する子どもたち

　町観光協会（馬場正
まさ

治
はる

会長）などは、3 月 9 日、
しもだサーモンパークで日米合同鮭の稚魚放流会
を開催しました。雪が降りしきるなか、町内保育
園や米軍などから、およそ 300 人が参加しました。
　この川に多くの鮭が戻ってくるようにと、奥入
瀬川鮭鱒増殖漁業協同組合から提供されたおよそ
40 万匹の稚魚が、奥入瀬川に放流されました。
　参加した子どもたちは「大きくなって帰ってき
てね」とみんなで一斉に声をかけて放流し、サケ
たちが再びこの奥入瀬川へ回帰することを願って
いました。

▶▶▶ Mar.09-2013


きくなって戻ってきてね
■日米合同鮭の稚魚放流会

大

◀腰痛予防体操を説明する宮崎さん㊧

　介護老人保健施設しもだは、3 月 9 日、10 日
の両日、イオンモール下田で介護の知識講座を開
催しました。これは、在宅復帰を目指す人や介護
をしている家族に日常生活に必要な介護技術を広
く知ってほしいと開催したものです。
　寝返りや車椅子の乗り降りなど、介護者にとっ
て身近な介護技術を紹介。また、来場者とともに
介護予防体操も行いました。
　作業療法士の宮崎肇

はじめ

さんは「介護する家族は負
担が大きい。一人で悩まずに相談してほしい」と
話していました。

▶▶▶ Mar.09-2013


人で悩まず気軽に相談して
■介護の知識講座

一
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　住宅用火災警報器は寝室、又は階段がある場合は階段上部に設置
が必要です。まだ設置していないご家庭は早期に設置しましょう。また、
消防職員、消防団員が販売することはありませんので、悪質訪問販売に

注意してください。
　設置したご家庭で、設置済みシールの配布の希望者は、おいらせ消
防署までご連絡下さい。

住宅用火災警報機の設置が

義務付けられています。

　今冬は、降雪量が多く、降雪や除雪車が除
けた排雪などで、消火栓や防火水槽の蓋が埋
もれるケースが多くありました。
　おいらせ消防署では、降雪のたびに消火栓
や防火水槽の蓋の除雪作業を行っております。
しかし、除雪作業は署員が手分けしても、数日
かかっているのが実情です。
　ある日、署員が除雪活動に行った際、自宅
付近の消火栓や防火水槽の蓋が容易に確認できるように、雪かきをしてい

る人がいました。『我が地域の安全は、我が地域で守る』という行いと善意に、
署員一同とても感動しました。
　日頃から消防活動に対して、ご理解とご協力を頂いていることに敬意を表
し、心から感謝申し上げます。大変ありがとうございました。これからも火の元、
火の取り扱いには十分注意していただき、災害の無いおいらせ町、災害に

強いおいらせ町を目指し、一丸となって住み良いまちを築いていきましょう。

消防水利の除雪に御礼申し上げます

おいらせ消防署長　田中正二

４月７日㊐
防火パレードを行います

問おいらせ消防署  ☎ 0178 � 2525

4 月 7 日 9 時から１時間程度、町消防

団員が消防車両に乗り、警鐘を鳴らしな

がら広報活動を行います。

皆さんも火の取り扱いに十分注意して火

災を出さないようにしましょう。

4 月 13 日㊏
町内自主防災会
合同研修会を開催

　おいらせ消防署は、町と協力し、町内の自主防災組織に対し、
東日本大震災を教訓とした自主防災組織リーダー及びサポーター

の育成等を目的に合同の研修会を開催いたします。
　誰でも参加できます。参加希望者は 4 月 10 日㊌までにお申し

込みください。
※定員を超えた場合は、お断りする場合があります。

■場所　町民交流センター　小ホール

■内容　結成式　　新自主防災組織へ会旗の引渡し

　　　　研修会　　防災講話、体験学習

問まちづくり防災課  ☎ 0178 � 2131

最優秀作品賞を受賞した三田保育園幼
年消防クラブの馬場蛍

けい

斗
と

くん（6 歳）は

「消防士は火を消すところがかっこいい。
僕も将来かっこいい消防士になりたいで

す」と目を輝かせながら、にっこりと話
してくれました。

馬場蛍
けい

斗
と

くん（三田保育園）
～  25 年度火災予防ポスターに採用

防災フェスタ 2012 消防図画コンクール

最優秀作品賞を受賞
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4 月 8 日から 15 日は
春の火災予防運動週間です

火事は一人ひとりの注意で防ぐことができます

『消すまでは  出ない行かない  離れない』
統一標語

　

幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
に
所
属
す

る
町
内
の
保
育
園
児
が
防
火
を

願
っ
て
作
っ
た
凧
を
大
空
へ飛
ば

し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
10
日
㊌　

10
時

　

〜
11
時
半
（
雨
天
の
場
合
、

　

12
日
㊎
に
延
期
し
ま
す
）

●
場
所　

し
も
だ
サ
ー
モ
ン
パ

　

ー
ク

町
内
保
育
園
児
に
よ
る

防
火
凧
揚
げ
大
会

山
火
事
防
止
運
動
の
実
施

火災の発生しやすい時季を迎えるに当たり、

上記日程にて県下一斉に『春の火災予防運動』を実施します。

また、県南地方では、今年に入ってから住宅火災での犠牲者が急増しています。

住宅火災を出さないためにも、次の習慣・対策を守りましょう。

　

野
山
が
乾
燥
し
て
、
山
火
事

が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
で
は
4
月
10
日
か
ら
6
月

10
日
ま
で
を
「
山
火
事
防
止
運

動
強
調
週
間
」
と
定
め
、
山
火

事
防
止
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ

て
、
広
く
山
火
事
防
止
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
山
火
事
は
、

タ
バ
コ
火
や
た
き
火
の
不
始
末

に
よ
っ
て
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
、
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
お
互
い
に

注
意
し
て

山
火
事
を

防
止
し
、

大
切
な
森
林
を
未
来
へ引
き
継

ぎ
ま
し
ょ
う
。

● 3 つの習慣
　・寝たばこは絶対やめる
　・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

住宅火災での　命を守る　3 つの習慣　４つの対策

●４つの対策
　・逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
　・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため、
　　防炎品を使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
　・お年寄りや身体の不自由な人をまもるため、隣近所の
　　協力体制をつくる。
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●
日
時　

4
月
3
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

い
き
い
き
館
談
話
室

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
７
８
�
７
０
６
６

町
民
を
対
象
に

心
配
ご
と
相
談
を
開
催

●
日
時　

4
月
10
日
㊌

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
相
談
員　

柏
崎
良
子

問
総
務
課

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

●
日
時　

4
月
25
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

東
公
民
館

●
相
談
員　

中
村
廣
美

　

☎
０
１
７
８
�
３
８
４
８

問
総
務
課

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

各
種
相
談
窓
口
を
開
設

ま
ず
は
悩
み
を
相
談
し
て

町
民
相
談

行
政
相
談

相
談
窓
口

問
町
民
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
２
４
６

人
権
相
談
を
行
い
ま
す

●
日
時
　

4
月
12
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所
　
北
公
民
館

●
相
談
者
　
人
権
擁
護
委
員

　

▼
差
別
▼
離
婚
▼
虐
待
▼
近

隣
間
ト
ラ
ブ
ル
▼
人
権
侵
害
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相談員◉中村廣美
☎ 0178 � 3848

相談員◉柏崎良子

職業訓練の受講者を募集します

日時　6 月 11 日～ 10 月 10 日　9:10-15:50
場所　JMTC 八戸教室（八戸市長苗代字二日市）
定員　15 人　応募者が少ない場合は中止することがあります。

受講料　無料　※別途テキスト代 6,825 円および、資格試験を

　　　　　　　　受験する場合は別途受験料が必要です。
申し込み締め切り　事前にハローワークで手続きを済ませ、　　
　　　　　　　　　5 月 9 日までに JMTC 八戸教室へ

雇用保険を受給できない求職者を対象に、再就職のための
職業訓練を実施します。
一定の要件を満たした受講者には、職業訓練を安心して受
講できるよう、職業訓練受講給付金が支給されます。

問 JMTC 八戸教室　☎ 0178 � 2401

お
い
ら
せ
町
春
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

問
町
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
３

　

い
ち
ょ
う
公
園
と
下
田
公
園

で
お
い
ら
せ
町
春
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
春
の
サ
ク
ラ
と
と

も
に
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

日
時
　
４
月
29
日
㊊
11
時
〜

　

会
場　

い
ち
ょ
う
公
園
自
由

　
　

の
女
神
像
前　

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

春
の
お
い
ら
せ
歌
謡
シ
ョ
ー

　

日
時
　
５
月
４
日
㊏
11
時
〜

　

会
場　

縄
文
の
森
イ
ベ
ン
ト

　
　

広
場　

　

お
い
ら
せ
町
の
歌
手
が
一
斉

　

集
合

　

主
な
出
演
者
／
西
あ
き
彦
、

　

昆
ふ
じ
香
、
柏
崎
勲
、
歌
謡

　

愛
好
会
な
ど

●
体
験
イ
ベ
ン
ト

　

①
春
の
お
い
ら
せ
ク
ラ
フ
ト

　
　

体
験

　
　
　

５
月
６
日
㊊
10
時
～　

　
　
（
下
田
公
園
）
／
小
学
生

　
　

先
着
50
人
。
事
前
申
し
込

　
　

み
が
必
要
で
す
。
参
加
無

　
　

料
。

■パソコン活用コミュニケーション基礎科
文書の作成・表計算・プレゼンテーションソフトの基礎知識、及び
実務を想定した応用スキルの習得／場面に応じた話し方、聴き方を
理解し、実践できるコミュニケーションスキルの習得

　

②
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験

　
　

５
月
３
日
㊎
９
時
か
ら
１

　
　

時
間
ご
と
に
４
回
開
催　

　
　
（
い
ち
ょ
う
公
園
）
／
小

　
　

学
生
先
着
40
人
。
事
前
申

　
　

し
込
み
が
必
要
で
す
。
4

　
　

月
23
日
㊋
ま
で
。
参
加
に

　
　

２
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

　
●
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

　

春
の
だ
る
ま
芋
ま
つ
り　
　

　
　

５
月
４
日
、
５
日
（
下
田

　
　

公
園
）
お
い
ら
せ
だ
る
ま

　
　

芋
へ
っ
ち
ょ
こ
汁
振
る
舞

　
　

い
／
11
時
半
～

　
　
（
先
着
２
０
０
人
）

　
　

だ
る
ま
芋
プ
レ
ゼ
ン
ト
／

　
　

13
時
～（
先
着
１
０
０
人
）

　

そ
の
他
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
と
は

　
高
い
木
に
か
け
た
ロ
ー
プ
に
安
全
ベ

　
ル
ト
を
つ
な
げ
て
、
ぶ
ら
下
が
っ
た

　
ま
ま
登
っ
て
木
登
り
を
楽
し
む
ア
ウ

　
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
で
す
、
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交
通
安
全

●
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
て　

①
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事

　

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

　

し
ょ
う

③
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う

④
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
ラ
イ
ト

　

を
点
灯
し
ま
し
ょ
う

●
４
月
10
日
は
交
通
事
故
死

　
　
　
　
　

ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以

降
、
交
通
死
亡
事
故
が
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交

通
安
全
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
を
再
確
認
し
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
ま
ち
づ
く
り
防
災
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
１
３
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で

　

お
い
ら
せ
町
あ
ん
し
ん
カ
ー

ド
は
、
認
知
症
な
ど
が
原
因
で

徘
徊
の
心
配
が
あ
る
高
齢
者
な

ど
の
情
報
を
、

事
前
に
町
や

警
察
署
に
登

録
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

も
し
徘
徊
し
て
保
護
さ
れ
た
と

き
に
は
、
登
録
情
報
か
ら
個
人

を
特
定
し
て
速
や
か
に
ご
家
族

へ連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か

・
道
に
迷
っ
て
自
宅
に
戻
れ
な

　

く
な
り
、
警
察
に
保
護
さ
れ

　

た
こ
と
が
あ
る
。

・
認
知
症
に
な
り
、
一
人
で
外

　

出
さ
せ
る
の
が
不
安
だ
。

●
対
象
者　

お
い
ら
せ
町
に
住

　

所
が
あ
り
、
お
お
む
ね
65
歳

　

以
上
で
認
知
症
な
ど
に
よ
り

　

徘
徊
し
て
自
宅
に
戻
れ
な
く

　

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
。

●
申
込
方
法　

申
請
者
の
認
印

　

を
持
参
し
、
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ

　

さ
い
。

あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
に
登
録

し
ま
せ
ん
か

高
齢
福
祉

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
１
７
８
�
７
０
８
６

問農業委員会  ☎ 0178 � 4874

松本勝雄
（木崎）

松林政雄
（一川目）

袴田信男
（間木）

田中正一
（本村）

蛯名良夫
（本村）

成田健義
（阿光坊）

中川原卓雄
（二川目）

松林一弥
（豊原）

工藤正志
（一川目）

二川目隆
（二川目）

大川義博
（豊原）

松林勝智
（豊原）

川口　徹
（藤ヶ森）

山崎市松
（洗平）

小向　豊
（一川目）

小向德一
（藤ヶ森）

柏﨑利信
（木内々）

北向政義
（秋堂）

堀川力藏
（堀切川）

町農業委員会委員の紹介 ～  町の農業振興・発展のために  ～

　町農業委員会は、3 月 1 日、農業委員会選挙後初めての組織会を開催しました。
　19 人の農業委員の中から、前回に引き続き会長には中川原卓

たく

雄
お

さんが、職務代理者には大川義
よし

博
ひろ

さん

がそれぞれ選出されました。任期は 3 年、平成 28 年 2 月 29 日までとしています。

委員の選出は、公選 14 人、農
協推薦 2 人、土地改良区推薦
1 人、議会推薦 2 人です。
委員の写真の配置は、左上か
ら横に議席順です。（会長、職
務代理者を除く）
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●
新
規
の
人　

親
元
を
離
れ
町

　

外
に
転
出
す
る
学
生
に
は
学

　

生
用
保
険
証
が
申
請
に
よ
り

　

交
付
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
は
学
校
教
育
法
で
定
め

　

る
学
校
に
通
学
す
る
人
で
す
。

●
更
新
の
人　

現
在
交
付
さ
れ

　

て
い
る
学
生
用
保
険
証
は
25

　

年
3
月
31
日
で
期
限
が
切
れ

　

ま
す
。
該
当
者
は
更
新
申
請

　

が
必
要
で
す
。

学
生
用
の
国
保
保
険
証

該
当
者
は
申
請
・
更
新
を

保
険　

医
療

問
環
境
保
健
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
１
８

●
卒
業
す
る
人　

学
生
用
保
険

　

証
返
還
の
届
け
出
が
必
要
で

　

す
。

●
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
国
保

　

保
険
証
、
在
学
証
明
書
（
学

　

生
証
は
不
可
）

●
申
請
場
所　

環
境
保
健
課
ま

　

た
は
町
民
課

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

　14 日以内に環境保健課または町民課へ届け出し
ましょう。
●国保に加入するとき

　届け出が遅れると、保険証を病院などに提示で
きず医療費が全額自己負担になったり、保険税が
二重払いになったりする場合があります。
　また、保険証が切り替わったときは、病院など
にも連絡してください。

　交通事故などで第三者から傷病を受けた場合も、
国保を使って受診できますが、環境保健課への届け
出が必要となります。
　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませ
たりすると国保を使えなくなります。注意してくだ
さい。詳しい内容は気軽に問い合わせてください。

●国保を抜けるとき

① 職場の健康保険を抜けたとき

② 職場の健康保険に加入しておらず、転入や
出生があったとき

③ 生活保護を受けなくなったとき

① 職場の健康保険に加入したとき

② 職場の健康保険に加入しておらず、転出や
死亡したとき

③ 生活保護を受け始めたとき
④ 後期高齢者医療制度に移行したとき

2 交通事故のときは必ず届け出を

1 資格異動のときは必ず届け出を

国 健 保民 康 険
INFORMATION

　退職者医療制度とは、65 歳未満の国保加入者で、厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられ、その加入期

間が通算 20 年以上、または、40 歳以降で 10 年以上ある人（退職被保険者本人）と、その人の 65 歳未満の被扶養

者が対象となります。

　退職者医療制度は、職場の健康保険などからの拠出金が財源の一部となっています。この制度が適正に適用されな

いと、国保が負担する医療費の増大を招き、将来的に保険税が増税になる可能性がありますので、該当者は届出をし

てください。詳しくは気軽に問い合わせてください。

国保・退職者医療制度該当者は届出を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

問
環
境
保
健
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
２
１
８

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許

が
切
れ
た
後
に
、
別
の
メ
ー
カ
ー

が
同
じ
有
効
成
分
で
つ
く
る
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
開
発

費
用
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
で
価

格
が
安
く
、
お
薬
代
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
病
院
や

薬
局
か
ら
お
薬
を
処
方
し
て
も

ら
う
と
き
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」
と
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
保
健
課
と
町
民
課
で

は
、
病
院
・
薬
局
に
相
談
の
際

に
提
示
す
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希

望
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
欲
し
い
人
は
気
軽
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
環
境
保
健
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744　

地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255　いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319
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協
会
け
ん
ぽ

　

三
沢
空
港
振
興
会
は
、
三
沢

空
港
を
起
点
と
す
る
地
域
振
興

の
た
め
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

22
年
10
月
か
ら
運
休
し
て
い
た

三
沢
＝
大
阪
（
伊
丹
）
線
が
3

月
31
日
か
ら
運
航
を

再
開
。

機
材
は
小
型
機

エ
ン
ブ
ラ
エ
ル

１
７
０
（
76
席
）

を
使
用
し
、

1
日
1
往
復

運
航
し
ま
す
。

　

ご
予
約
は

お
近
く
の

旅
行
会
社

ま
た
は

Ｊ
Ａ
Ｌ

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
三
沢
空
港
振
興
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
三
沢
市
役
所
内
）

　

☎
０
１
７
６
�
５
１
１
１

　
　
　
　
　

内
線
（
５
３
８
）

三
沢
＝
大
阪
（
伊
丹
）
線

が
運
航
再
開

青
森
支
部
の
保
険
料
率
は

据
え
置
き

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県

内
の
中
小
企
業
の
従
業
員
と
そ

の
家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
健

事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
青
森
支

部
の
健
康
保
険
料
率
は
現
行
の

10.

00
％
に
据
え
置
き
と
な
り

ま
し
た
。
加
入
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
協
会
け
ん
ぽ
青
森
支
部

☎
０
１
７-

７
２
１-

２
７
１
３

Oirase's Monthly Information　～ 4月のおしらせ～ おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744　

地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255　いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

路　線 便　名 出発時間 到着時間
大阪（伊丹） → 三沢 JAL2163 10:55 12:30
三沢 → 大阪（伊丹） JAL2164 13:00 14:45

　

こ
の
縦
覧
制
度
は
、
土
地
や

家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
評
価
額

を
周
辺
の
評
価
額
と
比
較
し
、

適
正
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

町
内
の
固
定
資
産
税
納
税
義

務
者
な
ら
、
所
有
す
る
固
定
資

産
以
外
も
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
己
所
有
資
産
な
ら

ば
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲

覧
も
で
き
ま
す
。
料
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は

納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
、

借
地
人
や
借
家
人
の
場
合
は
賃

貸
借
契
約
書
が
必
要
で
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
す
る
も
の

①
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

　

簿
の
縦
覧

②
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
（
名

　

寄
帳
）
の
閲
覧

●
期
間　

4
月
1
日
㊊
〜
5
月

　

31
日
㊎
（
土
日
祝
日
除
く
）

　

9
時
〜
16
時

●
場
所　

税
務
課

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

　

及
び
本
人
確
認
が
で
き
る
免

　

許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど

25
年
度
固
定
資
産
価
格

な
ど
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

問
税
務
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
４
７
０
４

税
金

航
空

　日中お仕事などで税金の納付や相談が困
難な皆さんを対象に、夜間と休日に納税相
談日を設けております。
　開設時間内であれば各種税金を納めるこ
ともできます。お気軽にご利用ください。

4 月の納税相談日

＊高齢者や障がい者など、体が不自由な方で、

　どうしても金融機関や役場窓口などで税金を

　納められない方へは自宅訪問します。

日　程 会　場

夜間納税相談
［17:00-20:00］

2 日㊋
 本庁舎（税務課）

16 日㊋

9 日㊋  分庁舎
（分庁サービス課）23 日㊋

＊休日納税相談
［8:30-17:00］

7 日㊐  本庁舎（税務課）

問税務課　☎ 0178 � 4704

※有料広告です

有限会社
北浜葬儀センター

葬儀用新品祭壇備えづけ及びお棺・骨箱・塔婆・下駄・草履・ローソク・せんこうなど
　葬儀に使用する品物一切が 30 万円でサービスします。（霊柩車・バス代は別料金）
　北浜葬儀センターの事業区域は、おいらせ町全域です。

会館使用料は 1 日 1 万円

おいらせ町一川目一丁目 73-1796家　族　葬　会　館

おいらせ町二川目四丁目 73-1468 ☎ 0178-53-2614

納め忘れの防止、
手間のかからない
口座振替が便利です

納め忘れがないか、
いま一度納付書を
確認してみましょう。
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おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744　

地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255　いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

■
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費

　

町
で
は
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
０
歳
〜
中
学
校
卒
業
ま
で
の

お
子
さ
ん
対
し
て
医
療
費
の
一

部
を
助
成
、
自
己
負
担
を
無
料

と
し
て
い
ま
す
。

●
助
成
対
象
医
療
費
　
保
険
適

　

用
内
の
入
院
・
通
院
医
療
費

●
手
続
き
上
の
注
意　

乳
幼
児

　

に
つ
い
て
は
毎
年
更
新
手
続
き

　

が
必
要
で
す
。
現
在
受
給
資
格

　

者
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
有
効

　

期
限
を
確
認
し
、
期
限
内
に
更

　

新
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

●
そ
の
他
　
ま
た
乳
幼
児
医
療

　

費
の
所
得
制
限
非
該
当
者
や

　

小
中
学
生
が
対
象
の
子
ど
も

　

医
療
費
は
、
平
成
27
年
3
月

　

末
ま
で
実
施
予
定
と
し
て
い

　

ま
す
。
そ
の
後
の
事
業
延
長

　

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す

　

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
・
児

童
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
障
が

い
者
で
あ
る
家
庭
の
父
母
・
児

子
ど
も
・
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
医
療
費
助
成

問
町
民
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
２
４
６

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
制
度
の
案
内

■
児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
や
死
別
な
ど
に
よ
る
ひ

と
り
親
家
庭
（
父
子
・
母
子
家

庭
）、
父
や
母
が
重
度
の
障
が

い
状
態
の
場
合
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
、
裁
判
所

か
ら
の
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た

場
合
で
児
童
を
監
護
す
る
親
や

養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
年
金
給
付
を
受
け
て

い
た
り
す
る
と
、
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課

　

☎ 

０
１
７
８
�
２
２
４
６

子
育
て

童
、
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
児

童
に
対
し
、
健
康
保
持
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
保
健
診

療
の
う
ち
自
己
負
担
分
に
係
る

医
療
費
の
一
部
に
つ
い
て
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
助
成
対
象　

児
童
が
18
歳
に

　

な
っ
て
か
ら
最
初
の
３
月
31

　

日
ま
で
の
父
子
ま
た
は
母
子
、

　

父
母
の
な
い
児
童

●
手
続
き
上
の
注
意　

父
ま
た

　

は
母
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

　

関
ご
と
に
１
ヵ
月
に
つ
き

　

１
，
０
０
０
円
の
自
己
負
担

　

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

　

制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
制
度
も
助
成
を
受

　

け
る
た
め
に
は
申
請
・
更
新

　

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

　

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

　

い
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

す
る
親
、
養
育
者
で
、
児
童
が

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
3
級

　

程
度
の
児
童

・
愛
護
手
帳
Ａ
・
Ｂ
の
児
童

・
長
期
間
安
静
を
要
す
る
病
状

　

ま
た
は
精
神
の
障
害
に
よ
り

　

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

　

受
け
る
児
童

支給月 児童数 全部支給 一部支給（所得額に応じ支給）

4 月～
9 月分

1 人 41,430 円 41,420 円～ 9,780 円

2 人以上 上記金額に第 2 子は 5,000 円加算、
第 3 子以降は 1 人につき 3,000 円加算

10 月分
～

1 人 41,140 円 41,130 円～ 9,710 円

2 人以上 上記金額に第 2 子は 5,000 円加算、
第 3 子以降は 1 人につき 3,000 円加算

❖ 25 年度の児童扶養手当額

支給月 等級 月額（1 人につき）

4 月～
9 月分

1 級（重度障害児） 50,400 円

2 級（中度障害児） 33,570 円

10 月分
～

1 級（重度障害児） 50,050 円

2 級（中度障害児） 33,330 円

❖ 25 年度の特別児童扶養手当額
　

い
ず
れ
の
手
当
も
受
給
条
件

が
あ
り
ま
す
。
申
請
の
際
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※有料広告です
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  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

4April

場所 日時 行事内容

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

15㊊10:00～12:00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）

16㊋10:00～11:30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた

17㊌10:00～12:00 ハンドメイドクラブ

18㊍10:00～11:30 よちよちひろば（おもちゃ作り）

19㊎10:00～12:00 ほっとカフェ

24㊌10:00～11:30 ハッピーキッズ（ハーフバースディカード製作）

25㊍10:00～12:00 親子クラブ（こいのぼり製作）、給食試食会

詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

  4㊍、18㊍
　　10:00～11:30 フラワーサークル（メッセージ立て作り）

  6㊏10:00～11:30 アンパンマンサークル（アンパンマン製作）
  6㊏、20㊏
　　13:00～14:00 カントリーダンスサークル

  9㊋、23㊋
　　10:30～11:30

マグネットクリップ作り　他
　　　　　　　　　　　　（北部児童センター）

12㊎、26㊎
　　10:30～11:30

こいのぼり作り　他
　　　　　　（るんるんサークル木ノ下児童館）

13㊏14:00～15:30 わくわくサークル（お箸の達人マット作り）
13㊏、27㊏
　　10:00～11:30 保育体験、離乳食教室

27㊏14:00～15:30 クックサークル（ころころ団子作り）

詳しい内容は「わくわくつうしん」をご覧ください

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

16㊋10:00～11:30 こいのぼり製作・顔合わせ会（あじゅまるビル）

19㊎10:00～11:30 ファミリーサロン

22㊊10:00～11:30 まんまるサークル（北公民館）

23㊋11:00～11:30 お楽しみ広場（イオン下田西コート）

25㊍ 9:50～11:50 おいらせクロパ

26㊎10:30～11:30 マタニティほんわかルーム

30㊋10:00～11:30 母の日プレゼント

詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください

問日本年金機構八戸年金事務所　☎ 0178 � 7369
　町民課　　　　　　　　　　　☎ 0178 � 2246

一年分まとめて払うネンの巻

作／ Yuichi.T　画／ Ryo.O

国民年金保険料を前納（現金一括払い）すると割引があります。

・現金で毎月納付した場合

・現金で１年度分を前納した場合

　上記のとおり、現金払いで１年度分を前納（一括払い）すると、
年間 3,200 円の割引が受けられ、お得になります。また、6 ヵ月
分を前納した場合でも、年間 730 円の割引が受けられます。な
お、１年度分前納用と 6 ヵ月前納用の納付書は、4 月上旬に日本
年金機構より郵送されます。前納する場合のお支払期限は「4 月
30 日まで」となりますのでご注意ください。
※その他、年度途中の任意の月分から年度末まで前納すること
　も可能です。詳しくは、年金事務所までお問い合わせください。

国民年金前納割引制度

Oirase's Monthly Information　～ 4月のおしらせ～ おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744　

地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255　いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

1 年度分（4 月～翌年 3 月分）保険料
15,040 円× 12 月＝ 180,480 円

3,200 円
割引

1 年度分  保険料
180,480 円－ 3,200 円＝ 177,280 円

寄贈ありがとうございます

百石えんぶり組へ
大久保巳

み

良
よし

さん ( 本村 ) から

ツマゴ３０足　ハバキ１３足

寄贈いただきました。

な
ん
だ
と
!!

国
民
年
金
保
険
料
は

一
年
間
で
18
万
円
も

か
か
る
と
は･･･

「
前
納
制
度
」
が

あ
・
る
・
ネ
・
ン
!!

そ
ん
な
こ
と

言
わ
な
い
で

「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な

る
」
だ
ネ
ン
。

少
し
で
も
節
約
し
、

賢
く
納
付
し
よ
う
ネ
ン
。

何
か
安
く
す
る

手
段
は
な
い
の
か
ね
？

あ
る
ネ
ン

一
年
分
を
ま
と
め
て

現
金
先
払
い（
前
納
）。

こ
れ
で･･･

１
ヵ
月
あ
た
り
２
６
６

円
の
割
引
に
な
る
の

か
、
大
し
た
こ
と
な
い

な
ぁ･･･

年
間
で

３
，
２
０
０
円
割
引
!!

お
ト
ク
だ
ネ
ン
。
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おいらせアーカイブス　File_63

トナ釜
か ま

　文／文化財保護審議会委員
　　　櫻庭俊美

　

馬
の
睡
眠
時
間
は
四
〜
五
時

間
と
い
わ
れ
、
そ
の
二
倍
の
時

間
を
用
い
て
食
事
す
る
。
腸
は

百
尺
（
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
あ
っ
て
、

一
石
一
斗
（
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
）

食
べ
る
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
飼
料

に
は
水
や
小
糠
と
掻
き
混
ぜ
て

与
え
た
。

　

田
の
草
刈
り
が
終
わ
る
と
、

干
し
草
刈
り
を
し
、
冬
の
飼
料

と
し
た
。
刈
っ
て
き
た
草
は
天

日
乾
燥
を
し
て
万
遍
な
く
日
光

を
当
て
る
。
厩
の
天
井
に
ナ
ガ

ラ
と
呼
ぶ
細
丸
太
を
渡
し
、
そ

の
上
に
干
し
草
な
ど
を
上
げ
て

保
存
し
た
。

　

馬
の
飼
料
と
す
る
草
を
ト

ナ
と
い
い
、
こ
れ
を
煮
た
り
温

め
た
り
す
る
鉄
の
大
釜
を
ト
ナ

釜
と
い
う
。
大
豆
、
麦
類
、
シ

イ
ナ
米
（
実
ら
な
い
穀
の
籾
）、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
ト
ナ
釜
で

二
、三
日
分
煮
て
お
き
、
少
し

ず
つ
ト
ナ
に
混
ぜ
て
与
え
た
。

米
糠
や
麩
（
小
麦
を
粉
に
し
た

時
の
屑
）
も
馬
が
好
ん
だ
。
湯

を
沸
か
し
、
味
噌
豆
を
煮
、
寒

大
根
用
の
大
根
を
煮
た
り
な
ど

と
、
ト
ナ
釜
の
使
用
範
囲
が
広

か
っ
た
。

おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744　

地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255　いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

埋蔵文化財包蔵地の開発は
届出が必要です

開発・確認を忘れずに

　担当者が現地踏査や試掘調査を行い、状況を確認し
ます。発掘調査が必要と判断された場合は、改めて打
合せをさせていただきます。調査、記録後に工事着工
することができます。

　阿光坊、洗平、内山平、木崎、神明前、千刈田、染屋、
舘越、立蛇、中下田、中平下長根山、中野平、西下谷地、
西前川原、沼端、浜道、東下谷地、瓢、松原、向山、
向平、山崎

　各種開発計画がある場合、予定地が包蔵地内である
かどうかを窓口で確認してください。確認結果を窓口
でお知らせします。包蔵地内の場合は開発前に届出書
の提出が必要です。

埋蔵文化財包蔵地の確認

埋蔵文化財包蔵地内だとどうなるの？

包蔵地字名
　町教育委員会は、3 月 2 日、読書スタンプラリー表彰
式を町立図書館で行いました。
　この事業は読書推進活動の一環で行われ、年間 50 冊
または 80 冊以上の本を読んだ人が表彰の対象です。今
年度の参加は、図書館と北公民館の両館合わせて 102
人で、９人が 50 冊読破、23 人が 80 冊読破しました。
　町では、今後も多くの方に図書館・公民館図書室を利
用していただけるよう様々なイベントを実施していきますの

で、図書館へ遊びにきて読書を楽しみましょう。

みんなで図書館に行こう
図書館読書スタンプラリー表彰式

読書は学力の向上につながる

問社会教育・体育課　☎ 0178 � 4276
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Oirase new-book's information
図書館／新着図書

問町立図書館　☎ 0178 � 3900

図書館おすすめの本を紹介します。

２つの書庫と巻き貝状の小べやのある「昭和」の家庭で育っ
たひとり児の運命…。全文横書き、かつ「固有名詞」を一
切使わないという日本語の限界に挑んだ超実験小説。「毬」
ほか２篇は裏表紙側から縦書きで収録。

就活の情報交換をきっかけに集まった拓人たち。自分を
生き抜くためにほんとうに必要なことは何なのか。この
世界を組み変える力はどこから生まれ来るのか。就活大
学生の自意識をあぶり出す、リアルで切実な長編小説。

養父母の非業の死により、故郷・能登を追われ上洛し、戦
の只中へ。物事の本質を求める絵師の性と荒ぶる武家の血
が苦難の道を歩ませることに…。長谷川等伯の生涯を骨太
に描く。

トヨタの片づけ（OJT ソリューションズ）／新橋二丁目七番地 
（佐藤史朗）／おとうさんは同級生（澤本嘉光）／珈琲店タレー

ランの事件簿（岡崎琢磨）／夢をかなえるゾウ２（水野敬也）
／５分で読める！ひと駅ストーリー乗車編・降車編（『このミ
ステリーがすごい！』編集部）／戦国時代の余談のよだん。（和
田竜）／銀座の秘密（白坂亜紀）／知れば恐ろしい日本人の風
習（千葉公慈）／「濃い」おじさん図鑑（OJ ‐ １グランプリ
実行委員会）  ほか

ab さんご

何者

等伯　上・下

黒田夏子 著

朝井リョウ 著

安部竜太郎 著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

一般書

■本展示
◉一般・児童　【前年度よく読まれた本】
　前年度の貸出ランキング上位（20 位以内）の図書を、一般・児童

　に分けて展示。

■読み聞かせ会
（図書館あそぼっと）MOMO おはなしの会

　4 月 27 日㊏ 14 時から
（北公民館）おはなし会杉の子

　4 月 20 日㊏ 10 時から 10 時半まで
■幼児のための読み聞かせ（図書館あそぼっと）
　4 月 25 日㊍ 10 時半から
■ 4 月の休館日
　1 日㊊、8 日㊊、15 日㊊、22 日㊊、30 日㊋

Oirase-library event information
図書館の行事

★図書館のホームページで本の検索予約ができます。
　詳しくは、下記アドレス・図書館へお問い合わせください。
　http://www.lib-oirase-aomori.jp/

Oirase's Monthly Information　～ 4月のおしらせ～ おいらせ町役場本庁舎☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744　

地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255　いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

　ジュニア英会話サークルでは小学校 5 年生・6 年生対
象の英会話教室を町内各公民館で行っています。
　楽しいレッスンを繰り返すうちに、すばらしい発音が身に

つき英語を聞き取る耳が育ちます。通常のレッスンに加え

て、ご家族で参加できるハロウィン交流会やクリスマスパー

ティ、さらに三沢米軍基地の子どもたちとの交流会を行い、
国際交流の一助となることを願って活動しています。毎年、
募集は 4 月中旬から、レッスンは 5 月から始まります。
※興味のある人は、サークル代表の連絡先をお伝えします

　ので社会教育・体育課までお問い合わせください。

いっしょに楽しく学びませんか

甲洋なかよし教室

　甲洋なかよし教室は、3 月 2 日、ひな祭りに合わせ、
小西京

きょう

さんと三村トワさんを講師に迎えてお茶会を楽しみ

ました。児童たちはもてなす係とお客さんの役に別れて、
交代でお茶たてを体験しました。
　ほとんどの児童が初めての体験でしたが、児童たちは

初めてのお茶に「にがーい」と顔をしかめる子もいれば、
おかわりをする子も。みんなで楽しみながら交流しました。
　また、講師たちがお茶席用の貴重な徒

つれ

然
づれ

棚
だな

やぼんぼり

型の水差しを用意して、幼少のころのお話を交えながら、
児童たちに当時のひな祭りのことを話していました。

お茶会で
世代間交流を図る

ジュニア英会話サークル

問社会教育・体育課　☎ 0178 � 4276
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町 内 会   有楽町／阿光坊／本村／新敷
  錦ヶ丘／洗平

   住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
   鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
   向山／苫米地／洋光台／根岸
   黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ 4 月 26 日㊎ 4 月 23 日㊋ 4 月 22 日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　  4 月　3 日㊌  　　 　　　　　　　　　　    4 月 10 日㊌
　　　　　　　　　　　　  4 月 17 日㊌       　　　　　　　　　　  　   4 月 24 日㊌

粗 大 ご み 4 月 12 日㊎・26 日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    問環境保健課　☎ 0178 � 4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください
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（仮称）町防災基本条例策定委員会委員を募集教訓を復興の一助に

　災害に強い安全で安心なまちづくりを目指し、地域防
災力の向上を図るには、住民・事業者・行政及びその
他関係機関の役割や責務を明確にし、現状や課題を踏
まえた、防災対策の基本となる考え方を条例という法的
担保として確保する必要があると考え、自治基本条例の
精神にのっとり、住民との協働による条例づくりを進める
ため、「（仮称）防災基本条例策定委員会」を設置する
ことといたしました。
　次のとおり、（仮称）防災基本条例策定委員会の委員
を公募しますので、「防災」や「減災」に関心のある方
の応募をお待ちしています。

応募資格

　①町に住所又は勤務先を有する満 18 歳以上の方で、防
　　災や減災、まちづくりに関心があり、会議場所（役場本
　　庁舎）まで自分で移動し参加できる方。
　②町の他の審議会、委員会、懇話会などの委員、議会議
　　員又は行政機関の職員でない方。
　③町税などの滞納のない方。

募集人数
　3 人
任期
　委嘱の日（5 月予定）から平成 26 年 3 月 31 日まで

会議
　4 回程度 （会議時間：日中 3 時間程度）
報 酬など
　会議 1 回につき日額 5,300 円
応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入し、持参、郵送、ファク

　シミリ、いずれかの方法でお申し込みください。
　※応募用紙は、まちづくり防災課（本庁）、分庁サービス課、
　北部出張所にあります。また、町ホームページからダウンロー

　ドできます。
応募先
　まちづくり防災課（本庁）、分庁サービス課、北部出張所
応募締切
　4 月 26 日㊎　※郵送の場合は当日消印有効
選考方法
　応募申込書により審査選考し、結果は文書で通知します。
そ の 他
　公募にあたって得た個人情報については、当該事業の目的
　以外には使用しません。
お問い合わせ先
　〒 039-2192　おいらせ町中下田 135-2
　おいらせ町役場まちづくり防災課
　☎  0178 � 2131　Fax  0178 � 4364

▲ 17 チームが参加した昨年の大会の様子
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楽しくサッカーしませんか

●実施日　5 月から 9 月までの毎週火曜日　
　　　　17：30~18：30
　雨天、強風時は中止です。また、祝祭日と夏休み中は休みと

なります。
●場所　いちょう公園多目的グラウンド

●持参するもの　サッカーボール 4 号球（検定球）
●指導者　町サッカー協会員
●参加対象者　幼児（年長）、1 年生　男女問わず

●参加料　3,000 円（スポーツ障害保険料など含む）
●参加申込み　4 月 26 日㊎までに町サッカー協会
　　　　　　赤坂まで　　
※ 2 年生からは、サッカー部への入部をお勧めします。
●開始日　
　5 月 7 日㊋ 17：30 から

●最終日
　9 月 3 日㊋

6 月 23 日㊐　開催

5 月 17 日㊎　申込締切

８時／受け付け　９時／開会式　10 時／開始

●場所　いちょう公園体育館
●コース　いちょう公園、洋光台団地周辺
●コード（年齢は大会当日現在の満年齢）

●参加資格　健康に自信があり、完走できる人
●参加料　高校生以下 1500 円、一般 2000 円
●申し込み方法　下記のいずれかの方法で申し込
　んでください。申し込みにかかる手数料などは、
　各自で負担してください。当日申し込みはでき
　ません。
　①郵便局で申し込み／所定の郵便払い込み用紙
　　に必要事項を記入、押印し、参加料と共に申
　　し込んでください。
　②ランテスで申し込み／下記アドレスへ、パソ
　　コンか携帯電話でアクセスし、申し込んでく
　　ださい。　http://runnet.jp/
●問い合わせ　いちょうマラソン大会実行委員会
　（社会教育・体育課内）　☎ 0178 � 4276
　　　　　　　　　　　　 FAX 0178 � 4268

距離 Ⓒ 種別

10㌔

A 高校・一般男子（39 歳以下）
B 一般男子（40 ～ 49 歳）
C 一般男子（50 ～ 59 歳）
D 一般男子（60 歳以上）
E 高校・一般女子（39 歳以下）
F 一般女子（40 歳以上）

５㌔

G 高校・一般男子（39 歳以下）
H 一般男子（40 ～ 49 歳）
I 一般男子（50 歳以上）
J 高校・一般女子

３㌔

K 中学生男子
L 中学生女子
M 小学生男子　５・６年生
N 小学生男子　３・４年生
O 小学生男子　１・２年生
P 小学生女子　５・６年生
Q 小学生女子　３・４年生
R 小学生女子　１・２年生
S 一般男女フリー（着順発表なし）

th
28

おはようマラソン

みんなで一緒に走ろう！

Ohayo  Marathon 

家族参加も大歓迎。参加は無料です。
●日時　4 月から 10 月の日曜日、
　　　全 12 回、朝 6 時 15 分集合
　　　
　　    
　　      
　　   

●場所　いちょう公園ジョギングコース

　　　　（2km、3km のコース）
●参加方法　事前申し込みはありません。
　開催日に会場で受け付けます。
●特典　▶参加者に「記録カード」▶町内の小中学生と

　保護者で 6 回以上参加した人には「記録証」と「完走
　賞」を差し上げます。
●問い合わせ　町陸上競技協会事務局
　□中里浩（町行政管財課勤務）
　　☎ 0178-56-4701
　□沼端真也（町まちづくり防災課勤務）
　　☎ 0178-56-2131

いちょうマラソン大会 
　参加者を募集します

① 4 月 28 日 ② 5 月 12 日 ③ 5 月 19 日
④ 6 月 9 日 ⑤ 6 月 30 日 ⑥ 7 月 14 日
⑦ 8 月 4 日 ⑧ 8 月 25 日 ⑨ 9 月 8 日
⑩ 9 月 29 日 ⑪ 10 月 6 日 ⑫ 10 月 20 日

問町サッカー協会赤坂　☎ 0178 � 2111

ジュニアサッカースクール参加者募集
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　町では、平成 23 年 11 月から町内の空間放射線の状況を確認す
るため、役場本庁舎周辺で放射線量の測定を行い、この１年余りで
異常は一度も認められませんでした。よって当面は測定結果の公表
は休止と致します。ご了承ください。

■空間放射線量率　　可搬型サーベイメータで計測

※地上５㌢、50㌢、100㌢の高さでそれぞれ５回測定した平均値を掲載しています。

※青森県内の「空間放射線量率」の測定値は通常 0.015 ～ 0.030µSv/h( マ
イクロシーベルト / 時 ) 程度です。雨や雪が降ると一時的に 0.070µSv/h に
なったり、雪が積もると大地からの放射線がさえぎられ、0.015µSv/h 以下
になることもあります。

測定日 測定区分 測定場所 測定結果
（単位 :µSv/h）

2 月 12 日㊋
地上 5㌢ おいらせ町役場

本庁舎

0.040
地上 50㌢ 0.039
地上 100㌢ 0.036

3 月 11 日㊊
地上 5㌢ おいらせ町役場

本庁舎

0.038
地上 50㌢ 0.040
地上 100㌢ 0.037町内の空間放射線の測定の休止

問企画財政課  ☎ 0178 � 4273

平成 24 年 11 月 14 日よりヒブワクチン追加接種の接
種間隔が「初回接種終了から概ね１年後に接種」から

「初回接種終了後 7 ～ 13 ヵ月の間に接種」に変更にな
りました。
4 月 1 日から発熱など医学的理由がなく、接種間隔を
超えて接種すると有料になります。ご注意ください。

※有料広告です

18 歳未満で、放置すれば将来障がいを残すお
それの大きい疾患がある児童の医療費の一部を
公費負担する制度です

身体の発育が未熟なままで生まれ、入院を必要
とするお子さんに対してその治療に必要な医療
費の一部を公費負担する制度です

おいらせ町に住所を有する人は、町に申請することに

なります。

また、平成 25 年 3 月 31 日以前に保健所で手続きを

した人や、他市町村からの転入者で 4 月以降も医療継

続する人は町に再度申請をしてください。

4 月 1 日から
育成医療・養育医療の給付申請窓口が

保健所から町に変わります

○担当窓口
　育成医療：介護福祉課（分庁舎１階）　56 － 4705
　養育医療：環境保健課（分庁舎１階）　56 － 4218

育成医療とは

養育医療とは

４月１日から
小児用肺炎球菌ワクチン　子宮頸がん予防ワクチン
ヒブワクチン　が定期予防接種となります。
※広域予防接種（町外医療機関での接種）は 5 月
　以降の開始となります。ご注意ください。

いままで 4 月 1 日から
ＢＣＧの

標準接種期間 生後 3 ～ 6 ヵ月未満 生後 5 ～ 8 ヵ月未満

日本脳炎の
定期予防接種

を逸した人

平成７年 6 月 1 日か
ら平成 19 年４月１日
までの間に生まれた人

平成７年 4 月 2 日か
ら平成 19 年４月１日
までの間に生まれた人

問環境保健課  ☎ 0178 � 4218

ヒブワクチン

任意接種から定期接種POINT １

期間や間隔の変更POINT ２

予防接種法の一部が
変わります

　町では、町内の空間放射線の状況を確認するため、役場本庁舎周
辺で放射線量の測定を行いましたので、その結果を公表します。
測定の結果、異常は認められませんでした。
結果はホームページでも公表しています。

町内の空間放射線の測定結果
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■
交
付
期
間

　●申請期限　平成 25 年 12 月 20 日まで
　●申請書類　工事着工前に町指定様式を提出
　●主な交付用件
　　①下水道が当面整備されない区域であること
　　②平成 26 年 3 月 31 日までに完成すること
　　③浄化槽を新たに設置する人
　　④町税などを滞納していない人
　●補助金額
　①住宅用　　　　　　　　　　②事業所用

　●下水道の一部利用開始と助成制度
　　昨年度下水道工事を行った区域が、４月１日
　から下水道を利用できるようになりました。
　　また、事業所・貸家・新築以外の個人住宅で、
　３年以内に接続した場合、助成制度（融資あっ
　旋又は奨励金）を受けることができます。
　　法律により３年以内の接続が義務付けられて
　います。
　●下水道使用料の減免
　　上水道の漏水や水稲育苗のための散水、菜園
　への散水など、下水道に排出されない上水道が
　１箇月当たり５㎥以上ある場合は、減免規程が
　あります。

人槽区分 限度額
5 人槽 529,000 円
6 人槽～ 7 人槽 662,000 円
8 人槽以上（上限） 897,000 円

人槽区分 限度額
5 人槽 352,000 円
6 人槽～ 7 人槽 441,000 円
8 人槽～ 10 人槽 598,000 円
11 人槽～ 15 人槽 876,000 円
16 人槽以上（上限） 1,174,000 円

※詳細については、お問い合わせください。

問地域整備課下水道係　☎ 0178 � 4819

下水道に関する補助制度など

浄化槽設置整備事業費補助金下水道の一部利用開始と助成制度など

　

常
用
労
働
者
を
雇
用
し
た
月

の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
12
ヵ
月

以
内

■
奨
励
金
額

①
新
規
学
卒
者　

３
万
円　
　

　
　
　
（
月
額
・
１
人
あ
た
り
）

②
非
自
発
的
離
職
者　

２
万
円

　
　
　
（
月
額
・
１
人
あ
た
り
）

◆
震
災
復
興
加
算
が
あ
り
ま

す
。（
１
事
業
所
に
つ
き
２
人

を
上
限
）

　

被
災
者
を
雇
用
し
た
場
合
、

ま
た
は
事
業
所
が
被
災
事
業
所

で
あ
る
場
合
は
、
右
記
の
奨
励

金
交
付
額
に
１
人
に
つ
き
月
額

５
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

常
用
労
働
者
を
雇
用
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
６
ヵ
月
以
内

●奥入瀬川クリーン運動
　日時　4 月 21 日㊐　6 時～
　※地区ごとに開始時間が異なります。
●全町一斉清掃運動
　日時　町内会ごとに実施日時が異なり
　　　ますので、お住まいの町内会にご
　　　確認ください。
●作業内容
　空き缶などのごみ拾い、道路側溝の泥
　上げなど
　※詳細は町内会にご確認ください。
●砂利道補修
　地域整備課（☎ 0178-56-4702）に問い
　合わせてください。

問環境保健課　☎ 0178 � 4218

4 月 21 日は
「おいらせ町環境美化の日」です。

ごみのない美しい町をつくりましょう。

奥入瀬川
クリーン運動を

行います
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年 月日・曜日 対象者の生まれた月

25 年

  4 月 16 日㊋ 平成 23 年 9 月
  5 月 14 日㊋ 平成 23 年 10 月
  6 月 11 日㊋ 平成 23 年 11 月
  7 月   9 日㊋ 平成 23 年 12 月
  8 月   6 日㊋ 平成 24 年   1 月
  9 月 10 日㊋ 平成 24 年   2 月
10 月   8 日㊋ 平成 24 年   3 月
11 月 12 日㊋ 平成 24 年   4 月
12 月 10 日㊋ 平成 24 年   5 月

26 年
  1 月 14 日㊋ 平成 24 年   6 月
  2 月   4 日㊋ 平成 24 年   7 月
  3 月 11 日㊋ 平成 24 年   8 月

年 月日・曜日 対象者の生まれた月

25 年

  4 月 26 日㊎ 平成 21 年 10 月
  5 月 24 日㊎ 平成 21 年 11 月
  6 月 21 日㊎ 平成 21 年 12 月
  7 月 26 日㊎ 平成 22 年   １月
  8 月 23 日㊎ 平成 22 年   2 月
  9 月 27 日㊎ 平成 22 年   3 月
10 月 25 日㊎ 平成 22 年   4 月
11 月 22 日㊎ 平成 22 年   5 月
12 月 20 日㊎ 平成 22 年   6 月

26 年
  １月 24 日㊎ 平成 22 年   7 月
  2 月 21 日㊎ 平成 22 年   8 月
  3 月 28 日㊎ 平成 22 年   9 月

年 月日・曜日 対象者の生まれた月

25 年

  5 月 21 日㊋ 平成 22 年 10 月～ 11 月
  7 月 16 日㊋ 平成 22 年 12 月～ 23 年 1 月
  9 月 17 日㊋ 平成 23 年 2 月～ 3 月
11 月 19 日㊋ 平成 23 年 4 月～ 5 月

26 年   1 月 21 日㊋ 平成 23 年 6 月～ 7 月
  3 月 25 日㊋ 平成 23 年 8 月～ 9 月

１歳６カ月児健康診査　　会場◉いきいき館

２歳６カ月児健康診査　　会場◉いきいき館

３歳児健康診査　　会場◉老人福祉センター

受付時間◦ 12 時半から 12 時 45 分まで

対象者には個別に通知します。
対象の子どもがいる保護者は、
しっかり予定に
入れておきましょう。

健康診査
受付時間◦ 10 時から 10 時半まで

対象者には個別に
通知します。

年 月日・曜日 対象者の生まれた月

25 年

  4 月 10 日㊌ 平成 25 年 1 月
  5 月   8 日㊌ 平成 25 年 2 月
  6 月   5 日㊌ 平成 25 年 3 月
  7 月   3 日㊌ 平成 25 年 4 月
  8 月   7 日㊌ 平成 25 年 5 月
  9 月   4 日㊌ 平成 25 年 6 月
10 月   2 日㊌ 平成 25 年 7 月
11 月 13 日㊌ 平成 25 年 8 月
12 月 11 日㊌ 平成 25 年 9 月

26 年
  1 月   8 日㊌ 平成 25 年 10 月
  2 月   5 日㊌ 平成 25 年 11 月
  3 月   5 日㊌ 平成 25 年 12 月

年 月日・曜日 対象者の生まれた月

25 年

  4 月 17 日㊌ 平成 24 年 10 月～ 11 月
  6 月 12 日㊌ 平成 24 年 12 月～ 25 年 1 月
  8 月 21 日㊌ 平成 25 年 2 月～ 3 月
10 月 16 日㊌ 平成 25 年 4 月～ 5 月
12 月 18 日㊌ 平成 25 年 6 月～ 7 月

26 年   2 月 12 日㊌ 平成 25 年 8 月～ 9 月

年 月日・曜日 対象者の生まれた月

25 年

5 月 15 日㊌ 平成 24 年 7 月～ 8 月
7 月 10 日㊌ 平成 24 年 9 月～ 10 月
9 月 25 日㊌ 平成 24 年 11 月～ 12 月

11 月 27 日㊌ 平成 25 年 1 月～ 2 月

26 年 1 月 15 日㊌ 平成 25 年 3 月～ 4 月
3 月 12 日㊌ 平成 25 年 5 月～ 6 月

年 月日・曜日・時間

25 年

5 月 15 日㊌午後、21 ㊋午前
7 月 10 日㊌午後、16 ㊋午前
9 月 17 日㊋午前、25 ㊌午後

11 月 19 日㊋午前、27 ㊌午後

26 年 1 月 15 日㊌午後、21 ㊋午前
3 月 12 日㊌午後、25 ㊋午前

２～３カ月児健康相談　会場◉いきいき館

５～６カ月児健康相談　　会場◉いきいき館

９～ 10 カ月児健康相談　　会場◉いきいき館

そしゃく相談　　会場◉いきいき館

同日は『乳幼児相談』も開催します。
受付時間◦ 13 時から 13 時半まで

平成 25 年度おいらせ 母子保健カレンダー

健康相談（乳児・幼児）

問環境保健課  ☎ 0178 � 4218



広報おいらせ    2013.0429
Public Relations

おいらせ 健康カレンダー2013.April

日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 ㊊

2 ㊋ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、保健師の健康相談

3 ㊌

4 ㊍

5 ㊎ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談

6 ㊏

7 ㊐

8 ㊊

9 ㊋ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

10 ㊌
2～ 3 ヵ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象平成 25 年 1 月生まれの子ども

乳幼児健康相談 受け付け／ 13:00-13:30 い き い き 館 月齢は問いません

11 ㊍
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

転倒予防自主トレーニング 10:00-11:30 老 人 福 祉 センター

12 ㊎ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談

13 ㊏

14 ㊐ 愛の献血 10:00-12:00  13:15-16:00 イオン モ ール下 田

15 ㊊

16 ㊋
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

１歳 6 ヵ月健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象平成 23 年 9 月生まれの子ども

17 ㊌
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導

5～ 6 ヵ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象平成 24 年 10～ 11 月生まれの子ども

18 ㊍ 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

19 ㊎ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談

20 ㊏

21 ㊐

22 ㊊ 健口栄養講座 9:30-13:00 い き い き 館 お口の健康に関心がある 65 歳以上の人

23 ㊋ リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

24 ㊌ 転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導

25 ㊍
転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館

転倒予防教室 10:00-11:30 老 人 福 祉 センター 理学療法士の運動指導

26 ㊎ 3 歳児徤康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老 人 福 祉 センター 対象平成 21 年 10 月生まれの子ども

27 ㊏

28 ㊐

29 ㊊

30 ㊋

　青森労災病院から派遣されている小児

科派遣医師の火曜日午後の診察です。

　右記の小児科年間診察日程をご利用く

ださい。　　　　　　　※斜線は休診日です。

25 年度の小児科診察日

問おいらせ病院 0178 � 3111

３月

11

25

２月

4

18

１月

14

21

12 月

10

17

11 月

12

19

10 月

8

22

９月

10

17

８月

6

27

７月

9

16

６月

11

25

５月

14

21

４月

16

30

火曜日

1 週目

2 週目

3 週目

4 週目

5 週目

平成 25 年度

小児科日程
数字は診療日
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　東日本大震災で被害を受けた本町に多くの方々か
ら災害義援金をいただきました。
　2 月 12 日から 3 月 11 日現在までにいただいた分
を掲載しています。（順不同、敬称略。匿名の方や本
人の意向により掲載してほしくない方は省略させて
いただきました。）

　義援金を公平かつ効果的に配分するために、おい
らせ町災害義援金配分委員会を開催し、被災者の被
災程度に応じて配分しています。

○配分済額　30,020,000 円　
　（現在高 2,740,838 円（3 月 11 日現在））

■災害義援金の配分

３３，５８０，０８５円

３２，８６３，５２０円

【3 月 11 日現在】

ご寄付いただきました方々の寄付目的を確認した
上で、災害義援金と復興支援寄附金とに分けて受付
しております。
◉復興支援寄附金は、被災者の生活・経済活動復興
　のための支援に使わせていただきます。
◉災害義援金は、被災者に対して被災程度に応じて
　配分しております。

たくさんのご支援ありがとうございます ✿
✿

✿
✿

災害義援金

おいらせ町災害義援金

おいらせ町災害復興支援寄附金

　町は、昨年 10 月に県が発表した『津波浸水予測』を元に、

3 月 5 日から海抜表示板の設置作業を開始しました。設置箇所

は浸水地域を中心に町内全域の電柱 276 箇所や主要施設 27

箇所など。４月には設置を終了する予定で作業を進めています。

　今後は避難路の整備や標識の設置のほか、避難訓練の実施

なども合わせて町民に対し啓発していきます。

※海抜表示は電柱などが立っている地面の高さを示しています。

海抜表示板の設置作業始まる

このたび、災害公営住宅が５戸完成し、被災され

た５世帯が４月１日から入居します。

これまで、洋光台地区にある雇用促進住宅に居住

している震災被災者のうち７世帯が入居に応募し

てきました。当該住宅は５戸ですので、厳密な抽

選を行い、残りの２世帯は町営住宅に入居するこ

ととなっています。

震災復興情報

災害公営住宅が完成しました

震災を教訓に前進

　おいらせ町では東北地方太平洋沖地震の被災者
支援のため、災害義援金及び復興支援寄附金を受け
付けています。皆さんのご協力をお願いいたします。

義援金及び寄附金の受付の再延長

　ゆうちょ銀行　00160-3-663
　　口座名義：おいらせ町災害対策本部
　　（平成 26 年 3 月 31 日まで受け付け）

◆口座振込みの場合

　受付窓口　本庁舎　２Ｆまちづくり防災課

◆現金による義援金納付

▶山﨑博司▶山田雅之▶中野年晟▶酒巻裕一▶高岡

兼介▶田代徳男▶森川尚子▶寺本孝▶上北郵便局簡

保団体連合会会長蛯名篤信▶松下薫▶須藤典子▶崎

山道代▶小松原圓▶森田英樹▶黒田宏和▶嶋田鶴子

▶中村幸子▶大籠由佳子▶斉藤恵理子▶吉田百々代

▶弓手敦子▶隅田美穂▶川本陽子▶ロックフッシュ

のお客さん一同▶小川春江
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2 月に届け出し、掲載を希望
した人を載せています。
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まちの人口と世帯（3 月 1 日現在）

人口 前月比
男性 12,166　 ⇩    14

女性 12,923　 ⇩    13 
合計 25,089　 ⇩    27

世帯数 前月比
世帯 9,610　 ⇩    8
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祝　全国大会出場

第 8 回風越カップ全日本少年アイスホッケー大会出場（3 月 24 日～ 27 日）
　　　　　　　青森県選抜　木ノ下小学校 6 年　千

ち

曳
びき

晨
しん

太
た

  選手

大会出場　お疲れ様でした
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「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

Z o o m  U p

仕
事
に
対
す
る
夢
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

　

木
ノ
下
小
学
校（
木
村
啓け

い

一い
ち

校
長
）

は
2
月
14
日
、
町
内
外
で
活
躍
す
る

職
業
人
3
人
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
迎
え
、6
学
年
を
対
象
に「
夢

を
聞
く
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
小
学
生
に
仕
事
へ
の
興
味
と
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
の
一
人
、
池
崎
孝こ

う

太た

さ

ん
（
豊
原
）
は
、
若
く
し
て
三
沢
市

内
で
パ
ン
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

池
崎
さ
ん
が
料
理
人
を
志
し
た
の

は
中
学
生
の
頃
に
観
た
、
あ
る
料
理

番
組
。
家
族
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
作

り
、
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
高
校
卒
業
後
は
八
戸

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
な
り
、

焼
き
菓
子
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
パ

ン
屋
を
志
し
、
パ
ン
店
で
修
行
積
み
、

6
年
前
、
自
分
の
店
を
開
き
ま
し
た
。

　

池
崎
さ
ん
は
自
分
が
描
い
た
夢
を

あ
き
ら
め
ず
に
努
力
し
た
こ
と
や
、

人
と
の
つ
な
が
り
で
助
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
な
ど
を
児
童
た
ち
に
話
し
、

『
人
と
の
接
し
方
や
出
会
い
を
大
切

に
す
る
こ
と
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も

気
を
配
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
成
功

す
る
秘
訣
で
す
』
と
、
児
童
た
ち
へ

笑
顔
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

いけざき・こうた　1977 年（昭
和 52 年）豊原生まれ。
高校卒業後、料理の道へと進
み、ホテル勤務、その後、全
国チェーンの某パン店に就職
し、店長、北海道エリアマネー
ジャーに。その経験を生かし、
現在はパン店『カフェマティ
エールイケザキ』の店主とし
て、三沢市内で 2 店舗展開し
ている。家族は妻、娘の３人
家族。豊原在住。35 歳

Profile

池
崎 

孝こ

う

太た

さん


